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昨年を振り返って
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総額約７０億円

◎ 新型コロナウイルス感染症対策
・ 宇都宮市医師会等と連携を図り，ワクチン接種への迅速な対応

⇒ ９月～オミクロン株対応ワクチン接種開始，１１月～乳幼児（６か月～４歳）の接種開始

◎ 物価高騰対策

・ プレミアム付商品券「宮のトク×トクチケット」の販売

・ 水道料金の基本料金（９月・１０月請求分）の免除

・ 中小企業や農業者，医療機関，福祉施設等に対する支援金制度の創設

など

・ 学校や保育所等の給食食材費の支援



昨年を振り返って
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◎ 国体等の各種イベントの開催など

いちご一会とちぎ国体・いちご一会とちぎ大会



昨年を振り返って
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◎ 国体等の各種イベントの開催など

ウィズコロナのもと，感染対策に取り組みながら，３年ぶりに大型イベントを開催

ジャパンカップサイクルロードレースＦＩＢＡ ３ｘ３ワールドツアー
うつのみやオープナー

宇都宮餃子祭り２０２２



昨年を振り返って
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◎ スーパースマートシティの実現に向けて本格始動
・ 「ライトキューブ宇都宮」や複合施設「ウツノミヤテラス」が

ＪＲ宇都宮駅東口地区にオープン

・ 全国から注目を集めるＬＲＴが試運転を開始

⇒ これらの整備により，毎日の通行量が１万人増加
「つくる」から「つかう」

ステージに大きく前進

・ 「宮っこの居場所」づくりの推進（３１か所）

・ 全国のモデルとなる国の「脱炭素先行地域」に選定



年頭に当たっての決意
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◎ 「スーパースマートシティ」の実現に向けた取組の加速化

誰もが豊かで便利に安心して暮らす
ことができ，夢や希望がかなうまち
「スーパースマートシティ」の実現に
向けて，オール宇都宮で取り組む

◎ 新型コロナウイルス感染症対策と物価高騰対策に対し，

実効性の高い対策を講じ，市民の安全や暮らしを守り抜く



年頭に当たっての決意
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◎ 世界のモデル都市「宇都宮」
再生可能エネルギーの地産地消を推進する世界初のモデル都市※として脱炭素化を牽引

※ノルウェーの首都オスロが2023年までに世界初の公共
交通の脱炭素化の実現を表明しており，本市も再生可能
エネルギーの地産地消を推進する世界のモデル都市を目
指すもの

ＬＲＴに加え，バス，地域内交通など，すべての公共交通の脱炭素化を目指す

出典：内閣官房「デジタル田園都市国家構想総合戦略」



令和５年の主な取組
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◎ 新型コロナウイルス感染症対策と物価高騰対策

ワクチン接種等の感染予防策の推進

若者や働く世代の接種を促進

・ 商業施設や工業団地，「ライトキューブ宇都宮」

などにおいて，夜間・休日のワクチンの集団接種を実施

物価高騰対策

物価高騰対策第３弾の実施

・ 水道料金の基本料金（２月・３月請求分）の免除

継

新

参考：令和４年実施時の案内

「ライトキューブ宇都宮」での集団接種の様子



令和５年の主な取組
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◎ 「３つの社会」の構築

「地域共生社会」の構築

「共生型の相談窓口」の設置（市内３０か所）
・ 子ども，高齢者，障がい者など，

世代や分野を超えた市民の困りごとを丸ごと受け止める

デジタル技術を活用し，認知症の方を

地域で見守る体制を構築

「こども家庭センター」の設置
・ 妊婦や子育て家庭，ヤングケアラーなどを

包括的に支援

「デジタル適応支援教室」の開設
・ デジタルの活用により不登校児童生徒の

学びの機会を保障

「児童相談所」の設置に向けた検討

新

新

新

新

新

「地域共生」ロゴマーク

出典：厚生労働省「こども家庭センター」（イメージ）



令和５年の主な取組
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◎ 「３つの社会」の構築

「地域経済循環社会」の構築

半導体や蓄電池など，「ＤＸ」「ＧＸ」に
資する成長分野への積極的な投資支援

「（仮称）大谷観光周遊拠点施設」を
最大限に活用した大谷地域の更なる振興

ＦＩＢＡ３ｘ３ワールドツアーの開幕戦
「うつのみやオープナー」の２年連続開催

記念すべき第３０回
「ジャパンカップサイクルロードレース」の開催

「宇都宮ブレックス」の新たなアリーナ整備
に対する支援

拡

拡

拡

新

「（仮称）大谷観光周遊拠点施設」（イメージ）

ジャパンカップサイクルロードレース

継

「ライトキューブ宇都宮」をはじめ，市全体へ
のＭＩＣＥ誘致を一層強化し，圏域を活性化

拡



環境配慮行動に取り組む市民への
ポイント付与制度の開始

家庭に対する太陽光発電設備の導入支援
に加え，新たに事業者に対する支援を実施

令和５年の主な取組
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◎ 「３つの社会」の構築

「脱炭素社会」の構築

「脱炭素先行地域」をはじめとした
市内の各拠点における脱炭素化の取組を推進

公共交通ネットワークのグリーン化
を目指したバス・地域内交通などへの
電動車の導入支援制度の創設

行政における脱炭素化を率先垂範
・ 北西部地域体育施設等の市有施設の「ＺＥＢ」化
・ 公用車の電動化 など

新

新

新

新

新

市「カーボンニュートラルロードマップ」

電気バス（画像提供：ビーワイディージャパン㈱）



都心部における
ウォーカブルなまちづくりに向けた
市街地形成への新たな支援制度の創設

など

令和５年の主な取組
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◎ ＮＣＣの形成

拠点化の推進

地域拠点における生活利便施設の
立地促進に向けた支援の充実

総合的な治水・雨水対策の推進

民間による新たなにぎわいと
交流の創出に向けた
一条中学校跡地の整備着手，
北西部地域体育施設の整備推進

新

拡

拡

拡

市「（仮称）都心部まちづくりプラン」

一条中学校跡地の整備（イメージ）



２０３０年代前半の駅西側のＬＲＴ開業
に向けた新たな情報発信拠点を設置

令和５年の主な取組
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◎ ＮＣＣの形成
ネットワーク化の推進

駅東側のＬＲＴの８月の開業とバス路線の再編

「街ナカ」まで５００円以内の乗継割引制度を
ＬＲＴの利用にも拡大

・ ＬＲＴ・バス・地域内交通の乗継割引の実施

地域内交通予約・配車システムの導入による
利便性の向上

公共交通の利用促進運動
「ＭＯＶＥ ＮＥＸＴ ＵＴＳＵＮＯＭＩＹＡ」
の推進

拡

新

拡

新

新



令和５年の主な取組
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◎ デジタル
最先端技術を活用した市民サービスなどの
社会実装を官民連携で目指す
「Ｕスマート推進協議会」の取組の加速化

市役所窓口の手続きの簡素化を図る
「書かない窓口」の実施

誰もがデジタルの恩恵を享受できるよう
デジタルデバイド対策を強化

（デジタルに不慣れな方を支援する人材の育成）

拡

いつでも，どこでも利用できる
電子図書サービスの本格導入

新
ＪＲ宇都宮駅にデジタルサイネージを設置

拡

拡



令和５年の主な取組
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◎ 次世代を担う「人」づくりと「少子化対策」

結婚に向けた出会いの機会を創出するための
交流イベントの拡充

結婚に伴う住宅取得等の助成制度の所得要件の緩和

本市初となる年間を通した
「待機児童ゼロ」の達成

全国トップクラスの子育て・教育環境を
はじめとした魅力を東京圏において発信
・ テレビＣＭなどを通したプロモーションの強化

継 ＧＩＧＡスクールの推進

新

東京圏におけるプロモーション（テレビＣＭ）

「#ずっと、宇都宮。」

拡

継

新

継 ２０代・３０代を対象にした
「とちぎ結婚支援センター」入会登録料の全額助成

１月１１日～１月３１日
日本テレビ，ＴＢＳ，フジテレビで１日６回放送



むすび
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今を生きる市民と
次世代の子どもたちが
豊かで便利に安心して暮らすことができ，
夢や希望がかなうまち

「スーパースマートシティ
うつのみや」

を全力で創り上げてまいります。


